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１．はじめに 

一群の組織をその類似性に注目して観察するならば、そこでは組織が互いに

似通った組織構造や行動を採用する「同調 conformity」現象と、反対に組織構

造と行動とが互いに異なり多様なものとなる「逸脱 deviation」現象との両方が

観察される。どのような場合に組織は互いに同調し、どのような場合に逸脱す

るのか。この問いに一つのメカニズムを以て答えることが求められている。組

織の構造と行動におけるこの同調と逸脱という互いに逆向きの現象は、組織論

と戦略論の２つの領域において研究が重ねられ、複数の理論がそれを説明しよ

うとしてきた（Deephouse and Carter,2005; DiMaggio and Powel,1983; Hannan and 

Freeman,1977; Meyer and Rowan,1977; Phillipe and Durand,2011; Phillips and 

Zuckerman,2001; Porter,1980/1995; Powell and DiMaggio,1991; ）。 Zhao, Fisher, 

Lounsbury and Miller (2017)によると組織論、特に制度論は主に同調を対象とし

た研究を行い、戦略論の分野では多くが逸脱を強調している。２つの分野は異

なる概念とメカニズムによってそれぞれ同調と逸脱を説明しており、そこには

大きな断絶がある。しかし組織がどのように同調または逸脱するかは、その行

動を説明する上で非常に重要であり、この対立を統一的に分析し、説明するメ

カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る こ と は 組 織 研 究 に お け る 課 題 で あ り 続 け て い る

（Deephouse,1999; Zhao, Fisher, Lounsbury and Miller,2017）。  

威信研究の分野では、中威信同調理論（middle-status conformity theory, MSC

理論）がこの問題を扱っており、一群の組織において一部の組織が同調を選び、

他の組織が逸脱を選んだ結果、同一の環境下にある組織群の行動が同調と逸脱
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とに分岐する現象に着目することで、組織の同調と逸脱の分岐のメカニズムを

説明している（Phillips and Zuckerman,2001）。しかし威信研究は威信がどのよう

な状況下で組織の行動を左右する要因として作用するのかという点において、

理論の適用条件に明確でない点がある。本研究では、同調－逸脱問題を解決す

る枠組みである中威信同調理論について、重要な理論の適用条件である不確実

性においてその程度を考慮に入れることで、どのような場合に中威信同調理論

が同調－逸脱問題を解決する枠組みとして有効となるのかを明らかにする。経

験的状況として、日本のホテル市場を対象にして、 1993 年と 2003 年の間での

ホテルの客室構成の変化についてのデータを用いて重回帰分析を行う。それに

より威信の高さと客室構成の変化との関係を検証する。それを通して威信理論

の適用条件を明らかにし、組織の同調と逸脱のメカニズムを統一的に説明する

ための基盤を提示する。  

 

２．中威信同調理論 Middle-Status Conformity Theory 

Phillips and Zuckerman(2001)による中威信同調理論（以下 MSC 理論）は、以

下のメカニズムで組織の同調と逸脱の分岐を説明する。まず市場において客観

的に品質を評価することが難しい場合、つまり不確実性が存在する場合には、

市場参加者は品質の代理変数として商品や企業が持つ「威信」を用いて判断を

行う。このような状況下では、高い威信を持つ組織はその地位が比較的安定し

ているため、どのような行動を取ろうともその地位を格下げされる可能性が低

い。そのため既存の標準的な行動から逸脱しやすい。また低い威信の組織は低

い地位で固定しており、どのような行動を取ろうともその地位が上がる可能性

が低い。そこで当該の市場に隣接した別の市場で評価が得られるならば、低い

威信の組織はためらうことなく、当該市場で標準とされる行動から逸脱する。

対して中程度の威信の組織は、上記二者と比べて、その地位が安定していない。

そのため利害関係者の期待に沿うかどうかにより、格下げまたは格上げの可能

性がある。そのため中程度の威信の組織は期待される既存の行動に同調する傾

向がある。以上から、高威信および低威信の組織の逸脱と、中威信の組織の同

調が観察される。ここで威信を横軸に、同調を縦軸に取った座標平面を考える

と、威信と同調との間には逆Ｕ字型曲線に近似した関係が成立する。  



MSC 理論を含む威信理論では、その適用条件として Podolny（1993）以来不

確実性が重視されており、これまでその有無が問題にされ扱われてきた（Lynn, 

Podolny and Tao, 2009; Podolny, 1994)。しかし現実には不確実性はその程度にグ

ラデ ー ションの ある連続変数として考えることができる （ Sorenson, 2014; 

Zeithaml, 1981）。Phillips and Zuckerman（2001）においても不確実性の程度が理

論にどのように影響するのかという点について経験的に十分な議論行われてお

らず、また MSC 理論に基づくそれ以後の研究も不確実性の程度については分

析の対象とはしていない（Durand and Kremp, 2016; Edman and Makarevich, 2021; 

Prato, Kypraios, Ertug and Lee, 2019）。そこで本研究では、不確実性の程度が理

論の適用条件としてどのように威信理論のメカニズムを支えているのかを検証

する。  

 

３.不確実性 

（１）品質の不確実性 

Zeithaml(1981)によると、様々な製品とサービスの品質評価の容易さの程度

は、その品質がどの時点で評価可能または不可能なのかに基づいて、一つの連

続した軸上で比較できる。Zeithaml（1981）は商品の持つ品質タイプを、評価が

可能になる時点の違いに基づいて以下の３つに区別する。  

①探索品質 消費者が購入に先立って確かめることができる品質  

②経験品質 商品を購入後か消費する段階で特定できる品質  

③信頼品質 購入後また消費後においてさえ評価できない品質  

製品は探索品質を備えることが多く、それにより品質評価軸上で易とされる。

経験品質を備える製品とサービスは、品質評価軸上で易と難の中間に位置づけ

られる。サービスは信頼品質を備えることが多く、したがって品質評価軸上で

難とされる。  

Zeithaml（ 1981）と同じくマーケティング分野において、Golder, Mitra and 

Moorman（2012）は、品質を理解するための総合的で体系的な分析枠組みを提

示している。Zeithaml（1981）では信頼品質において事後的にも品質評価が不可

能であるとされるが、この理由は Golder et al .（2012）の枠組みにおいて、（１）

商品の属性がそもそも顧客に伝達されていない、または（２）伝達属性から知



覚属性への変換の際に関与する測定知識が欠如している、（３）期待の不確実性

が非常に高く、知覚属性と期待の比較によって評価を確定できない、という三

点から説明が可能である。そして、Zeithaml（1981）における探索品質および経

験品質と信頼品質との違いは、上記三点における違いとして Golder et al.（2012）

の枠組みを用いて記述できる。以降二つの先行研究の枠組みに基づいて不確実

性を検討していく。  

 

（２）ホテルの商品と不確実性 

これまでの威信研究が対象としてきた経験的領域は、その多くが物的製品で

は な く サ ー ビ ス を 提 供 す る 企 業 や 組 織 で あ る （ 例 、 Phillips, Turco and 

Zuckerman,2013 など）。Zeithaml（1981）の枠組みに基づくと、これらのサービ

スは購入前に商品の品質を確認することができない（経験品質）か、そもそも

購入後も明確に品質を評価することができない（信頼品質）。したがって先行研

究は品質に非常に高い不確実性が存在する環境および商品を対象に威信理論を

用いた分析を行って来たと言える。  

そこで不確実性の程度の違いが威信理論に与える影響を見るために、商品の

品質評価における不確実性が先行研究とは異なる産業としてホテルを取り上げ

る。ホテルは建築空間と人的サービスという二つの商品を提供しており、

Zeithaml（1981）の分類軸上では探索品質を持つ製品と、経験品質を備えるサー

ビスの両方の属性をもつと考えられる。特に建築空間については、Golder et al. 

(2012）の枠組みでもサービスよりも品質評価上不確実性が低いと位置づけられ

る。また先行する実証研究からもホテルの建築空間は部分的に探索品質を持つ

と考えられる（Ujigawa, 1995)。したがって総体としてのホテルの商品は、威信

の先行研究で対象とされた経験品質もしくは信頼品質を備えたサービスのみの

商品と比べると、より確実に品質評価を行えるため品質の不確実性が低いと言

える（Zeithaml,1981）。本研究では、先行研究と比較して不確実性がより低い環

境においても威信理論が果たして有効であるのかを検証するために、経験的状

況としてホテルを対象に分析を行う。  

 

４.日本のホテル産業 



Tokue（2019, 2020）によると、日本の都市部に立地するホテルは大きくシテ

ィホテルとビジネスホテルに分類される。このような日本の国内ホテル市場は、

本研究にとって望ましい文脈を備えている。第一に、日本の国内ホテル市場は

不確実性の低い状況で、威信が有効かどうかを検証するという本研究の目的に

適っている。海外のホテル市場と異なり、日本はスターシステムのようなホテ

ルの品質評価において信頼できる有効な評価指標がないため、威信が用いられ

る可能性がある。第二に、威信が低い組織の逸脱を可能にする隣接領域が存在

している。ビジネスホテル市場が、シティホテル市場の隣接領域として機能し

ていると考えられる。第三に、ホテルの同調および逸脱は、施設構成とその変

化として客観的に測定可能である。シティホテルへ同調しているのか、そうで

はないのかは、ツインルームが主となるか、シングルルームを中心に提供して

いるのかによって測定できる (Ono,2019)。  

 

５.仮説 

Phillips and Zuckerman,2001 の中威信同調理論によると、組織が取る行動が、

既存の慣習または他の組織に同調するのか、それともそこから逸脱するのかは、

その組織が持つ威信の高さによって影響を受ける。そして威信の高さと同調行

動との間には逆 U 字型の関係がある。以上より、本研究では次の仮説を分析す

る。  

 

仮説．ホテルの威信の高さと同調行動との間には、逆 U 字型の関係が成立する。  

 

６.分析手法 

（１）データ 

本研究で用いるデータは、オータパブリケイションズが発行する『日本ホテ

ル年鑑』の西日本編の 1993 年版と 2003 年版から収集した (Ota paburikeishonzu, 

1993, 2023)。分析単位は各ホテル施設である。近畿地方と中国地方の府県に立

地するホテルを選択した。またシティホテルの性質上、各府県の市部を対象に

する。シティホテルをフルサービス型ホテルであると定義する（Tokue,2019, 

2020）と、付帯施設を持つことがシティホテルであることを示している。そこ



で最低限結婚式場とスイートのどちらかを備えていれば、シティホテルである

と認めることとする。  

 

（２）独立変数 

ホテルのツインルームの客室料金の定価（ラックレートと呼ばれる）を、威

信の高さを示す独立変数とする。Podolny（1993: 834）によると、威信とは「 . . .

競合と比較した生産者の地位を示す限りで . . .多面的で包括的なシグナル」であ

り、「 . . .同時に威信と品質との結びつきは、品質と他のシグナルとの結びつきよ

りも、恐らく緩い」とされる。ラックレートは上記の威信の性質を反映する測

定可能な値であり、指標として適していると考える。  

その上で Bitektine（2011: 169）によると、威信が作用する可能性は「環境の

社会階層化の程度と、その環境内で制度化された威信序列の強さ」に依存して

いる。したがって一つの威信序列が成立する範囲として各都道府県を仮定し、

それらのホテル間でラックレートを比較する。各地域内でラックレートを標準

化した値を算出し、それを威信指標とする。以下の式によって求める。  

 

威信指標  

＝（各ホテルのツインルーム価格－ホテルのツインルーム価格の地域毎の平均） 

各地域のツインルーム価格の標準偏差     （１） 

 

（３）従属変数 

本研究で対象とするホテルにおいて、客室構成におけるツインルームとシン

グルルームの比率は、ホテルのタイプを示す指標であると考えられる（Ono,  

2019）。またホテルのツインルーム率が高くなればシティホテルとしての在り

方へ同調している、低くなれば逸脱していると考え、この施設変動を従属変数

とする。以下の式によって、ツインルーム率を算出する。  

 

ツインルーム率  

＝        ツインルーム数       

ツインルーム数＋シングルルーム数        （２） 



 

したがって 1993 年と 2003 年の間で生じた施設変動は以下の式で求まる。  

 

施設変動＝2003 年のツインルーム率－1993 年のツインルーム率   （ ３ ） 

 

（４）統制変数 

以下の変数を統制変数として加える。  

①総客室数  

②開業年  

③総客室数に対するシングルルーム率  

④総客室数に対するツインルーム率  

⑤総客室数に対するスイート率  

⑥宴会場数、レストラン数、結婚式場数。  

 

（５）分析 

本研究では、組織の同調行動に対して威信が及ぼす影響を推定するために、

最小二乗法による重回帰分析を行った。統計ソフトウェアは Stata 18.0 を用い

た。以下のモデルを推定した。  

 

Y=β1(威信 )+β2(威信の二乗 )＋ γ(統制変数 )＋u    （４）  

 

７．結果 

表１は記述統計と変数間の相関係数を示している。多重共線性については

VIF が全て 10 以下であることを確認した。  

表２は重回帰モデルの推定の結果を示す。モデル（５）は仮説の検証結果を

示している。モデル（１）、（２）、（３）で有意であった変数はここでも有意で

ある。しかし威信指標と、威信指標の二乗は同じく有意ではない。したがって

威信の高さと組織の同調行動との間に逆 U 字型の関係があるという仮説は支持

されない。  

 



 

 

  

変
数

平
均

標
準
偏
差

V
IF

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）
（
１
０
）

（
１

）
施

設
変

動
0.

55
10

.5
3

（
２

）
総

客
室

数
22

1.
34

18
1.

65
1.

98
0.

02

（
３

）
開

業
年

19
79

.1
3

14
.5

3
1.

23
0.

00
-0

.1
2

（
４

）
総

客
室

数
の

変
動

-3
.9

8
25

.4
0

1.
44

-0
.1

8
-0

.4
0

0.
31

（
５

）
総

客
室

数
に

対
す

る
シ

ン
グ

ル
ル

ー
ム

率
0.

48
0.

28
5.

76
0.

10
-0

.2
7

0.
27

0.
01

（
６

）
総

客
室

数
に

対
す

る
ツ

イ
ン

ル
ー

ム
率

0.
39

0.
22

4.
71

0.
00

0.
31

-0
.2

3
-0

.0
9

-0
.8

7

（
７

）
総

客
室

数
に

対
す

る
ス

イ
ー

ト
率

0.
02

0.
05

1.
26

0.
08

-0
.0

1
-0

.0
8

0.
01

-0
.3

5
0.

18

（
８

）
宴

会
場

数
7.

95
5.

42
1.

50
0.

08
0.

38
-0

.0
3

-0
.0

9
-0

.2
5

0.
21

0.
02

（
９

）
レ

ス
ト

ラ
ン

数
3.

11
2.

22
2.

50
-0

.1
0

0.
62

-0
.1

9
-0

.3
5

-0
.4

1
0.

36
0.

18
0.

43

（
１

０
）

結
婚

式
場

数
1.

22
0.

72
1.

72
-0

.0
4

0.
35

-0
.0

8
-0

.1
7

-0
.2

0
0.

18
0.

10
0.

51
0.

56

（
１

１
）

威
信

指
標

0.
00

0.
97

1.
90

-0
.0

2
0.

45
-0

.1
0

-0
.2

0
-0

.4
3

0.
38

0.
18

0.
29

0.
49

0.
33

表
１
．
記
述
統
計
と
相
関
係
数

観
測

数
 

17
0



 

以上を踏まえて、まず重回帰モデルを用いた推定に基づく本研究の結果は、

威信と組織の同調行動との間に逆 U 字型の関係があるという主張を支持しな

い。したがって、先行研究が分析の対象とした経験的領域よりも不確実性が低

いホテル市場では、威信の働きは有効ではないと解釈できる。ホテルは建築空

間という部的施設を商品構成に含めて提供することで、人的サービスが持つ品

質評価の不確実性を部分的に乗り越えており、その商品の総合的な品質評価の

おいては、取引に先立ってある程度ホテルを評価することが可能であると考え

られる。  

 

変数 （１） （２） （３） （４） （５）
総客室数 -0.004 0.002 0.002

(0.458) (0.719) (0.777)

開業年 0.044 0.004 0.005

(0.450) (0.943) (0.936)

総客室数の変動 -0.094 ** -0.090 ** -0.092 **

(0.009) (0.014) (0.012)

総客室数に対するシングルルーム率 21.891 ** 17.851 ** 17.773 **

(0.001) (0.007) (0.008)

総客室数に対するツインルーム率 23.086 ** 19.167 ** 18.884 **

(0.002) (0.012) (0.014)

総客室数に対するスイート率 45.503 ** 45.916 ** 45.307 **

(0.010) (0.009) (0.011)

宴会場数 0.399 ** 0.406 ** 0.398 **

(0.022) (0.020) (0.023)

レストラン数 -0.621 -1.183 ** -1.200 **

(0.182) (0.031) (0.030)

結婚式場数 -0.898 -0.760 -0.641

(0.525) (0.585) (0.649)

威信指標 0.355 0.699

(0.719) (0.524)

威信指標の二乗 -0.902 -0.860

(0.280) (0.281)

定数 -85.725 -20.005 ** -24.157 1.393 -24.197

(0.455) (0.002) (0.834) (0.216) (0.834)

観測数 170 170 170 170 170

決定係数 0.040 0.106 0.148 0.007 0.154

自由度調整済み決定係数 0.023 0.073 0.100 -0.005 0.095

カッコ内P値

*p<.10; **p<.05; ***p<.001

表２．施設変動についての重回帰分析



８.おわりに 

本研究では、日本の国内フルサービス型ホテル市場を対象に、中威信同調理

論を用いた分析行うことで、先行研究に比べて不確実性の程度が低い経験的状

況下で、威信理論が有効であるのかを検証した。威信と同調との間には逆 U 字

型の関係が見出せると仮説を立て、重回帰モデルによる推定を行った。その結

果、不確実性の程度が比較的低い市場においては、威信と同調行動との間の逆

U 字型の関係は見いだせなかった。したがって同調－逸脱の分岐を威信理論に

よって説明するには、Podolny（1993）が措定したように、取引成立に先立って

商品の品質が観察不可能であるという条件が不可欠であり、その条件を満たさ

ない環境下では、威信理論が同調－逸脱を説明しないことを実証的に確認した。 

本研究の貢献は、第一に、マーケティング分野での品質評価研究の成果を用

いて不確実性の程度を区別することで、理論の適用条件を明らかにした。それ

により威信と同調および逸脱との関係をより分析可能なものにした。第二に本

研究は日本の国内ホテル市場において、その威信を測るためにラックレートを

指標として用いることを提示した。日本には海外と異なりホテルを評価するた

めのスターシステムがなく、ホテル間の序列を知るための客観的な方法が限定

されている。ラックレートはそのための指標として有効であると思われる。  

しかし本研究にはいくつかの限界が残されている。まず、本研究は Podolny

（1993）が提示した、威信が有効となるための三つの前提内、品質の不確実性

以外の二つについて十分検討していない。今後の研究でおいて残り二つの前提

を十分に検討する必要がある。また本研究では、威信序列が存在する範囲とし

て各府県を設定し、各府県内のホテル間でラックレートを標準化している。し

かし威信序列が府県をまたぐ可能性と、府県内で威信序列が分断されている可

能性がある。そのため今後の研究ではより詳細に威信序列が成立する地域を特

定することが求められる。  
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Abstract: 

The middle-status conformity theory explains how the behavior of a group 

of organizations in the same environment can diverge into conformity and 

deviation. However, the theory’s scope condition under which status acts as 

a factor influencing organizational behavior has not been sufficiently 

clarified yet. This study adopts the middle status conformity theory as a 

framework for solving the conformity-deviation problem and examines what 

roles the degree of uncertainty plays with this theory’s scope condition. 

Using data on changes in the composition of hotel rooms in the Japanese 

hotel market, I will conduct a multiple regression analysis to examine the 

relationship between the level of organization’s status and how organizations 

behave. Through this analysis, we clarify the scope condition of status theory 

to apply it to the conformity-deviation problem and present a foundation for 

a unified explanation of the mechanisms of organization’s conformity and 

deviation. 
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